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生物多様性地域戦略の策定について 
 

自然環境局自然環境計画課生物多様性地球戦略企画室 
 

○ 「生物多様性地域戦略」とは 
「生物多様性基本法（平成２０年６月６日法律第５８号）」第１３条に規定された、都道府県または市町

村が単独または共同で策定する、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画。 
計画には、１）対象区域、２）目標、３）総合的・計画的に講ずべき施策、４）その他必要な事項を記載

するとともに、策定後公表し、環境大臣に写しを送付することが規定されている。 
 

○ 「生物多様性地域戦略策定の手引き」の改訂 
都道府県や市町村の、各地域の自然的社会的条件に応じたきめ細かな取組を盛り込んだ地域戦略

策定を支援するため、平成２１年９月に「生物多様性地域戦略策定の手引き」を作成。その後、手引き
のベースとなる生物多様性国家戦略の改訂に併う部分的な修正を経て、昨年度末、最新の「生物多様
性国家戦略 2012-2020」を踏まえた手引きとして、改訂版を作成。 
改訂版では、策定済みの地域戦略から参考事例を多く掲載し、わかりやすい内容となるよう努めた。 
 

○ 地域戦略の策定状況 

平成２６年３月３１日末現在、３１都道府県、４４市区町村で策定済み。 

なお、生物多様性国家戦略では、２０２０（平成３２）年までに４７都道府県での策定を目標としている。 

 

 
＜生物多様性地域戦略策定状況の推移＞ 

※下線は H２５年度策定 
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